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添付ファイル
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③ 授業形態
□ 対面　■ ﾊｲﾌﾚｯｸｽ　□ オンライン　□ オンデマンド

④ 授業のテーマ及び到達目標
蓄積されたデータをユーザのニーズに合った形式で出力するのがアプリケーションです。そのデータをどういう形で蓄積すればよい
のか，どのように検索すればよいのかといったことについて学びます。データベースについては，理論と実践というスタイルで講義
します。理論として，関係データベースの設計方法と操作するための言語であるSQLについて学習します。一方，実践として，実務
でよく使用されるデータベース用ソフトウェアPostgreSQLの操作方法について学習します。その他に，コンピュータについての知識
についても学びます。

【到達目標】
（ⅰ）データベースの原理を理解する。
（ⅱ）関係データベースの操作言語であるSQLを利用し説明できる。
（ⅲ）上記キーワードから作られる情報や価値について理解する。

⑤ 授業の概要
担当教員による講義と学生諸君からの質疑を組み合わせて授業を進めます。加えて、実践演習ではパソコンを使用します。初回のガ
イダンスで，講義の進め方と評価方法に関して確認をします。また，講義内容は受講者人数の状況により弾力的に変更する場合があ
ります。授業の進捗に応じて，パソコンを用いる宿題を課す場合があります。

⑥ 対応するディプロマ・ポリシー
■ 現代経済学科DP1
■ 現代経済学科DP2

https://www.shunan-u.ac.jp/faculty/diploma_curriculum_policy/

⑦ 教科書

1冊目

2016 年発行年SQL 第2版 ゼロからはじめるデータ
ベース操作

書籍名

翔泳社出版社ミック著作者名

9784798144450ＩＳＢＮ2,068 円金額(税込)

あり学内販売

書籍無し

⑧ 参考図書

⑨ 履修上の注意 【先修条件科目 必須】 コンピュータ概論
【先修条件科目 推奨】

【持参物】 PC、教科書、ノート、講義資料（事前配布）
【その他】

⑩ 評価基準
【到達目標】
（ⅰ）データベースの原理を理解する。
（ⅱ）関係データベースの操作言語であるSQLを利用し説明できる。
（ⅲ）上記キーワードから作られる情報や価値について理解する。
三点について「⑪学生に対する評価」に明記した方法で評価を行う。

⑪ 学生に対する評価

合計その他ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ発表・実技レポート小テスト期末試験

40% 20% 40% 100%
⑫ 担当教員からのメッセージ（予習・復習内容・時間にも言及）
これらの知識や技能はITパスポートや基本情報技術者試験をはじめとする情報処理に関する国家試験を受験するときや，社会に出て
実際の仕事を行う際に役立つでしょう。また、将来、高度な技術者を目指すときの基盤の知識になると思います。また指定した教科
書の購入と、毎時間PCの持参を忘れずにお願いします。
【予習・復習について】
予習：授業計画に記載している実施内容を参考に、教科書の該当箇所に目を通しておくようにすること。
復習：配付資料の理解、不明点をまとめる作業を中心に行うこと、練習問題に解答すること。
※講義1回にあたり60～180分程度の予習・復習を目安とします。
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⑬ 授業計画と学習課題
担当教員授業方法回数 授業の内容

野村　典文講義1 イントロダクション
・授業形態
・「デジタル社会とデータベース」
・自己学習（教科書について）

野村　典文講義2 データベースの原理、コンピュータシステムの構成

野村　典文講義3 リレーショナルデータベースの基礎（講義）
データベースの設計１

野村　典文講義
演習

4 データベースの設計２（講義＋実習)（ER図作成）
課題レポート有（データベース設計1,2について）

野村　典文講義5 データベースの正規化１（講義）

野村　典文講義
演習

6 データベースの正規化２（講義＋実習）
課題レポート有（データベース正規化1,2について）

野村　典文演習7 PostgreSQLダウンロード（演習ツール準備）と操作法（実習）

野村　典文演習8 データベース操作（テーブルの作成、削除、更新）（実習）

野村　典文演習9 データベース操作（SQLで検索をする）（実習）

野村　典文演習10 データベース操作（SQLで集約と並び替えをする）（実習）

野村　典文演習11 データベース操作（SQLでデータを更新する）（実習）

野村　典文演習12 データベース操作（SQLで複雑な問い合わせをする）（実習）

野村　典文演習13 データベース操作の復習（今までの操作の全体振り返り）（実習）
※特に練習問題を中心に振り返る。

野村　典文講義14 最新のデータベース（グラフデータベース、キー・バリュー型データスト
ア）（講義）

野村　典文講義15 本講義のまとめと振り返り（講義）
テストについて

⑭ 科目等履修制度
□ 科目等履修生(学生以外の一般履修者　若干名)を受け入れてもよい。
■ 科目等履修生を受け入れることはできない。

⑮ 実務家教員担当科目に関する記載


